
基礎技術研修(コンクリート)について 

１．概要と実施内容 

 四国技術事務所では「若手職員の基礎技術力向上のため、簡単に参加できる短期の基礎技術研修」を今

年度から実施しています。今回その第２段として、「コンクリート基礎技術研修」を平成２６年１２月１日

午後～２日午前にかけて開催しました。 
(1)内容： コンクリートに係わる全体的な基礎説明、コンクリート体験(配合設計・手練り・現場試験・

強度試験など)・コンクリートの維持管理、非破壊検査・クラック検査など実習を実施し、

土木技術者としての技術力向上を図る。 
(2)受講者数 １３名（出張所係長１名、係員１２名） 
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３．主な状況・内容 

 (1)自己紹介 緊張ほぐし(アイスブレイク)と自己紹介をゲーム仕立   

てにて実施しました。 
 (2)コンクリートの配合設計など  
 (3)コンクリート試験練り・フレッシュコンクリートの性状試験など  

各班毎に異なった配合設計計算演習を行い、その結果

を用いて「コンクリート試験練り(手練り)」＋「フレッ

シュコンクリートの性状試験」を行いました。また、残

コンを利用して供試体作成やバイブレーター・コテ抑え

体験などを行いました。 
 (4)コンクリート強度試験・ＡＳＲ実物見学  

強度２４～３５N／㎜ 2 の各種供試体を一人１本程度の強度試験を行いました。また待ち

時間にてＡＳＲ実物試験片を見学・説明を行いました。 
 (5)コンクリートの基礎 コンクリートの基礎についてＰＰＴ講義を実施しました。 
 (6)コンクリート構造物の維持管理について コンクリート構造物の

不良や変状事例とその原因、調査方法などにを主として

講義を実施しました。 
 (7)非破壊検査・クラック検査体験 電磁誘導方式・レーダー方式の非

破壊検査機を使用し、鉄筋配置の推定とコア抜き位置決

めの実習を行いました。また、クラック測定と整理実習

及び健全なコンクリートや浮いたコンクリート等の打音

検査体験を行いました。 


